
   

1 

 

加曽利貝塚博物館では、加曽利貝塚Ｅ地点・Ｂ地点発掘１００周年記念として、企画

展「あれもＥこれもＥ－加曽利Ｅ式土器（総括編）－」およびシンポジウム「加曽利Ｅ

式土器の再検討」を開催しますので、お知らせします。 

 

１ 企画展「あれもＥこれもＥ－加曽利Ｅ式土器（総括編）－」 

（１）日程 

令和６年１０月８日（火）～令和７年３月２日（日） 

９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

※毎週月曜日（月曜日が国民の祝日に当たる場合は開館）、１０月１５日（火）、   

１１月５日（火）、１２月２９日（日）～１月３日（金）は休館 

（２）場所 

加曽利貝塚博物館 展示室 企画展スペース（若葉区桜木８－３３－１） 

（３）内容 

令和６（２０２４）年は、大正１３（１９２４）年に東京帝国大学人類学教室に

よる加曽利貝塚Ｅ地点・Ｂ地点の発掘調査が行われてから１００周年となります。 

平成３０年度よりスタートした、加曽利Ｅ式土器をテーマとした展示「あれもＥ

これもＥ」は、千葉市内編・印旛地域編・北西部地域編・千葉市内編２・内房編・

外房編と過去６回開催し、県内資料の紹介・展示を行ってきました。 

今回は、過去６回の企画展の総括編と位置付け、１００年前の発掘調査をきっか

けに存在が認識された、加曽利Ｅ式土器の成立とその変遷過程について展示します。 

（４）ホームページ 

   【URL】https://www.city.chiba.jp/kasori/news/2024_eshiki.html 

 

２ シンポジウム「加曽利Ｅ式土器の再検討」 

（１）日時 

   令和６年１１月２３日（土・祝） ９：２０～１７：００  

          ２４日（日）   ９：３０～１７：００ 

（２）場所 

   千葉市生涯学習センター ２階ホール（中央区弁天３－７－７） 

（３）内容（詳細は別添チラシ裏面プラグラム参照） 

加曽利貝塚が標式遺跡となっている加曽利Ｅ式土器および関係する土器について、

研究の現状と課題を明らかにし、今後の研究の方向性を探ります。縄文土器に興味

がある方のご参加をお待ちしています。 

 

  令和６年１０月１日 
教育委員会事務局 
生涯学習部文化財課 
加曽利貝塚博物館 
電話 ２３１－０１２９ 
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（４）定員 

３００人（事前申し込み不要、先着順） 

（５）ホームページ 

【URL】https://www.city.chiba.jp/kasori/news/boshu/2024symposium.html  

 

※「加曽利」「縄文」の表記について 

縄文時代の研究では、各研究者の研究方針によって「加曽利」と「加曾利」、「縄文」

と「縄紋」の表記が混在しています。千葉市では、常用漢字の「加曽利」「縄文」を使用

していますが、本シンポジウムの各講師の講演タイトルでは、講師の研究方針に沿った

表記をしています。 

https://www.city.chiba.jp/kasori/news/boshu/2024symposium.html

